
 
 
学びの主体である児童生徒にとって、学びたくなる、追究してみたくなるような課題をつくり、思考の流れを大
切にした授業展開を通して、児童生徒にとって、“必然性”のある授業を創る。 

 

授業構想シート【日常化】 学びのプロセス【授業研究】 

琴陵中ブロック授業研究 スタンダード 
 

授業のゴールイメージを児童生徒の姿で描く 

◆授業を通して、児童生徒のどのような姿を目指すか・・・ 
◆そのために、どのような手立てをうつか、（発問・手立て） 

 

授業参観の視点に基づいた“みとり” 

◆目指す児童生徒の姿が見られたか？ 
  ◆授業者と児童生徒の間に思考のズレがなかったか？ 
※結果、方法論に終始するのではなく、効果やズレの要因をみとる 

        ～何が効果的だったのか・なぜ、ズレたのか～ 
 

みとった内容について話し合う 

◆授業者の想い、願い、ねらいに基づいて検討し今後の展望へつなげる 
※効果的であった場面とその要因 
※ズレがあった場面とその要因 
 

 

 

 
 


